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単位：百万円
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経営成績2ボ孅蒄
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キャッシュ・フ參ーの状況
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ついては着実に進捗した一方、計数目標である受注高・売上

高・収益は共に目標を下回る結果となりました。しかし、東日

本大震災や原発問題などが発生し、「環境・グリーンエネルギ









　私たちの考える｢技術立社｣とは、経営理念に立
ち返り、原点である技術力を強化するとともに、
業務プロセスの各要素を含む広義の技術力である
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　2013年度の売上高は2,063億円（前年度比252億円増）、





♦原動機分野
　2013年度は、原動機分野では、船舶の需給バランスがなかな
か改善されない厳しい受注環境の中で、低燃費で省エネルギ－ 
性能に優れ、二酸化炭素排出量の低減を図ることにより環境



▲中東向け圧力容器











♦システム機械分野
　2013年度のシステム機械の事業環境は機種により明暗が 
あるものの、客先の設備投資に対する姿勢が前向きになった
事を受け徐々に持ち直しております。外部環境の好転を受け、 
従来から技術力が評価されている医薬製袋充填装置、ミネラル
ウォーター充填設備、精密分野で使用される研磨装置、タッチ
パネルなどの光学フィルム用のプラスチック機械装置などを
受注・納入しました。また新技術・新分野への取り組み成果が
出始めており、具体的には「食品・医薬機械では電子線滅菌装
置」、「プラスチック機械では延伸装置」等の新技術の工事を受
注しております。当社では、太陽電池市場向けのレーザ加工
装置・搬送装置を製造しておりますが、今期より太陽光発電所
のEPC事業に参入しました。当社因島工場に隣接する保有遊
休地に当社初の発電出力1.5MWの大規模太陽光発電所（メガ 
ソーラー）を9月に完成しました。2号機として内海造船株式





Hitz日立造船グループの基本方針 知的財産管理
　日立造船の「知的財産戦略」は、企業理念のもとで策定された



コーポレート・ガバナンス体制

コンプライアンス体制

　経営上の意思決定を行う機関としては、取締役会および経営
戦略会議を設置しています。
　取締役会では、法令で定められた事項のほか、経営の基本方針
をはじめとする重要事項の決定および業務執行の監督を行って
います。さらに、経営幹部からなる経営戦略会議では、経営に関
する基本戦略・重要事項について審議を尽くしており、的確な経
営判断ができる体制をとっています。
　当社では、経営に外部的視点を取り入れることにより、意思決
定の透明性・適正性を確保するとともに、業務執行に対する一層
の監督機能の強化を図ることを目的に、社外取締役1名を選任し
ています。また、執行役員制度を導入し、取締役の業務執行機能
の壱



役員の状況
（2014年6月24日現在）









連結キャッシュ・フロー計算書
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